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老年看護学

専門分野の老年看護学は、対象としての高齢者を理解

し、看護の方法について学ぶことを目的としている。急速

に進行する高齢社会において、老年看護の重要性と役割が

増しているが、高齢者の看護を行うには、高齢者を生物学

的、社会学的な変化のなかでとらえ、老いて生きる人々の

生活とそれをとりまく社会の視点で高齢者の多様性を理解

する必要がある。その理解のうえに立って、さまざまな障

害をもつ高齢者の健康と生活を支える看護を実践していく

ための基本的な考え方や知識・能力を持つことが必要であ

ることから、老年看護学では、以下の3つの目標をあげ

る。

目標1では、ライフサイクルのなかで老年期をとらえ、

高齢者の特徴とその健康生活を理解する能力をみることを

目的とした。大項目としては、「老年期の理解」としてい

ろいろな指標から老年期全体を理解するところからはい

り、「老年期を生きる人々の特徴」、「加齢に伴う変化」、

「老年期を生きる人々の健康」として加齢に伴う変化や高

齢者の特徴から個々の高齢者の理解を深め、「高齢者をと

りまく社会」として高齢者をとりまく社会の視点から高齢

者をとらえることができるように組み立てた。

目標2では、高齢者の生命維持だけでなく、QOLの視

点から予防活動における看護の考え方や看護の必要性を判

断して看護を展開するために必要な基礎的能力をみること

を目的とした。大項目としては、「老年看護学の基本的考

え方」として老年看護学の基本となる考え方や、「老年看

護の基礎的技術」、「高齢者の健康を支える看護」、「障害・

疾病をもつ高齢者への看護」、「治療を受ける高齢者への看

護」、「高齢者の終末期の看護」としてさまざまな状況にあ

る高齢者に対する看護を取り上げた。

目標3では、介護保険をはじめ保健医療福祉制度の急激

な変革により、老年看護に与える影響や看護師の果たす役

割も変化しており、ケアマネジメントやリスクマネジメン

トなどの項目を加え、時代的な背景を考慮した。大項目と

しては、「介護保険と高齢者看護」、「高齢者の保健医療福

祉施設における看護」、「在宅高齢者の看護」として高齢者

の看護を行う場の特徴と看護について理解し、最後に「高

齢者を介護する家族への看護」として介護家族の問題を取

り上げた。

目標 ．高齢者の特徴とその生活についての理解を問う。

大項目 中項目 小項目 系統看護学講座の該当箇所

老年期の理解 A ライフサイクルからの

老年期の理解

a 老年期の定義 ：第 章B-「老いとはなにか」(p. ～

)

：第 章A「老年者とはどういう人か」(p.
～ )

b 老年期の位置づけ ：第 章B「健康上のニーズをもつ老人と

家族の理解」(p. ～ )

：第 章A「老年者とはどういう人か」(p.
～ )

c 加齢と老化 ：第 章B「健康上のニーズをもつ老人と

家族の理解」(p. ～ )

：第 章A「加齢に伴う変化の特徴」(p.
～ )

：第 章A「老化と寿命」(p.
～ )

B 人口学的指標からの老

年期の理解

a 高齢者人口の推移 ：第 章A-「わが国の高齢化問題」(p.
～ )

：第 章D-「高齢化社会とは」

(p. ～ )

b 前期・後期高齢者人口の比較 ：第 章A「わが国の高齢化問題」(p. ～

)

c 性差 ：第 章C「高齢化に伴う社会文化的影響」

(p. ～ )

d 地域格差 ：第 章C「高齢化に伴う社会文化的影響」

(p. ～ )

C 健康指標からの老年期

の理解

a 疾病構造と有病率・有訴率 ：第 章B-「高齢社会と医療」(p. ～ )

b 受療行動・受療の動向 ：第 章B-「高齢社会と医療」(p. ～ )
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大項目 中項目 小項目 系統看護学講座の該当箇所

：付章B-「老年者の受療率」

(p. ～ )

c 要介護高齢者の出現率と動向 ：第 章A-「わが国の高齢化問題」(p.
～ )

d 死亡率、死因、死亡場所 ：第 章E-「動脈硬化症」

(p. )、G-「肥満症とやせ症」(p. ～ )

D 生活の視点からの老年

期の理解

a 生活の構造 ：第 章A-「生涯における発達過程への着

眼」(p.～ )

b 生活のリズムと生活習慣 ：第 章「加齢過程に対する社会文化的影

響」(p. ～ )

c 役割と社会活動・余暇活動 ：第 章「加齢過程に対する社会文化的影

響」(p. ～ )

d 家族・世帯構成 ：第 章「加齢過程に対する社会文化的影

響」(p. ～ )

e 住宅と環境 ：第 章「加齢過程に対する社会文化的影

響」(p. ～ )

f 就労・雇用 ：第 章「加齢過程に対する社会文化的影

響」(p. ～ )

g 収入・生計 ：第 章「加齢過程に対する社会文化的影

響」(p. ～ )

老年期を生き

る人々の特徴

A 老年期の発達と成熟 a 老年期における発達と成熟の意

味

：第 章「加齢過程に対する社会文化的影

響」(p. ～ )

b 老年期の発達課題 ：第 章「加齢過程に対する社会文化的影

響」(p. ～ )

c 人格と尊厳 ：第 章「加齢過程に対する社会文化的影

響」(p. ～ )

d 喪失体験 ：第 章「加齢過程に対する社会文化的影

響」(p. ～ )

e 高齢者のセクシュアリティ ：第 章「加齢過程に対する社会文化的影

響」(p. ～ )

B 高齢者の多様性 a 高齢者の人生と経験の意味 ：第 章A「老年者とはどういう人か」(p.
～ )

b 高齢者の生活史 ：第 章A「老年者とはどういう人か」(p.
～ )

c 価値観の多様性 ：第 章A「老年者とはどういう人か」(p.
～ )

d 健康状態の多様性 ：第 章A「老年者とはどういう人か」(p.
～ )

e 生活習慣・生活様式の多様性 ：第 章A「老年者とはどういう人か」(p.
～ )

加齢に伴う変

化

A 加齢に伴う変化の特徴 a 回復力の変化 ：第 章A「加齢に伴う変化の特徴」(p.
～ )

b 予備力の変化 ：第 章A「加齢に伴う変化の特徴」(p.
～ )

：第 章A-「(高齢者の)身体諸機能の変化」

(p. ～ )

c 防衛力の変化 ：第 章A「加齢に伴う変化の特徴」(p.
～ )

d 適応力の変化 ：第 章A「加齢に伴う変化の特徴」(p.
～ )

B 身体的機能の変化 a 感覚器の機能の変化 ：第 章B「加齢に伴う身体的・精神的機能

の変化」(p. ～ )

：第 章B-「感覚機能の老

化」(p.～ )

b 筋力・筋肉の弾性の変化 ：第 章B「加齢に伴う身体的・精神的機能

の変化」(p. ～ )

c 体内水分量の変化 ：第 章B「加齢に伴う身体的・精神的機能

の変化」(p. ～ )
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大項目 中項目 小項目 系統看護学講座の該当箇所

：第 章 D- 「水 代 謝」(p.
)

d 神経伝達速度の変化 ：第 章B「加齢に伴う身体的・精神的機能

の変化」(p. ～ )

e 免疫力の変化 ：第 章B「加齢に伴う身体的・精神的機能

の変化」(p. ～ )

：第 章E「免疫機能の老化」

(p. ～ )

f ホメオスタシスの変化 ：第 章B「加齢に伴う身体的・精神的機能

の変化」(p. ～ )

g 復元反応の変化 ：第 章B「加齢に伴う身体的・精神的機能

の変化」(p. ～ )

C 精神的機能の変化 a 知的機能の変化 ：第 章B-「心理・精神的機能の変化」

(p. ～ )

：第 章B「認知・知覚機能の

老化」(p.～ )

b 情緒的側面の変化 ：第 章B-「心理・精神的機能の変化」

(p. ～ )

c 性格の変化 ：第 章B-「心理・精神的機能の変化」

(p. ～ )

D 社会的機能の変化 a 社会的役割の変化 ：第 章C「高齢化に伴う社会文化的影響」

(p. ～ )

b 家庭内役割の変化 ：第 章A--「変化する高齢者と家族」

(p. ～ )

：第 章D「祖父母の役割」(p.
～ )

c 経済力の変化 ：第 章B-「高齢者の暮らしむき」(p.
～ )

老年期を生き

る人々の健康

A 高齢者にとっての健康 a 老年期の健康のとらえ方 ：第 章A「老年者とはどういう人か」(p.
～ )、第 章A-「健康に対する理解の変化」(p.
～ )

b 生活習慣と健康 ：第 章A「老年者とはどういう人か」(p.
～ )、第 章A-「健康に対する理解の変化」(p.
～ )

c 生きがいと生活の満足感 ：第 章A「老年者とはどういう人か」(p.
～ )、第 章D「地域における高齢者の学習ニーズ

の変化」(p. ～ )

B 高齢者の健康の特徴 a 健康の不安定さ ：第 章A「加齢に伴う変化の特徴」(p.
～ )

b 慢性化と複合性 ：第 章A「加齢に伴う変化の特徴」(p.
～ )

高齢者をとり

まく社会

A 高齢者と家族 a 高齢者と家族のライフサイクル ：第 章A--「変化する高齢者と家族」

(p. ～ )、C-「高齢社会における権利擁護」(p.
～ )、第 章「高齢者を介護する家族の支援」

(p. ～ )

b 家族構成の変化 ：第 章A--「変化する高齢者と家族」

(p. ～ )、C-「高齢社会における権利擁護」(p.
～ )、第 章「高齢者を介護する家族の支援」

(p. ～ )

：第 章D-「高齢化社会とは」

(p. ～ )

c 家族形態の変遷 ：第 章A--「変化する高齢者と家族」

(p. ～ )、C-「高齢社会における権利擁護」(p.
～ )、第 章「高齢者を介護する家族の支援」

(p. ～ )

：第 章D-「高齢化社会とは」

(p. ～ )、第 章「高齢者を介護する家族の支

援」(p. ～ )
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